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尿路性器癌と肺癌 との重複癌の3症 例

東京都立墨東病院(部 長:三 方律治)

三方 律治,今 尾 貞夫,小 松 秀 樹

THREE CASES OF DOUBLE  CANCER  : GENITOURINARY 

            AND LUNG CANCERS

Noriharu Mikata, Sadao Imao and Hideki Komatsu

From the Department of Urology, Tokyo Metropolitan Bokutoh Hospital

   Three patients who had genitourinary cancer combined with lung cancer are reported. One 

patient had pulmonary adenocarcinoma and bladder transitional cell carcinoma, one had small 
cell lung cancer and squamous cell carcinoma of the penis, and one had large cell lung carcinoma 
and prostatic adenocarcinoma. In Japan, where society is aging rapidly, cases of multiple primary 
cancer with lung and genitourinary cancers are expected to increase considerably in the future. 

                                                    (Acta Urol. Jpn. 39: 81-84, 1993) 
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緒 言

最近われわれは膀胱癌,前 立腺癌,お よび陰茎癌に

合併した肺癌の症例を各1例 経験 した.そ の臨床経過

を報告し,肺 癌と尿路性器癌との重複癌について若干

の文献的考察を行 う.

症 例

症例1:70歳,男 性.元 管理職,3親 等以内には癌

家族歴はない.40年 間以上1日IO本 以上の喫煙歴あ

り.1987年 よ り糖尿病,高 血圧および心筋障害にて近

医で加療中.血 尿のため当科を受診し,膀 胱癌の診断

で,1990年10月18日 に経尿道的電気切除(TUR)を

行った,病 理組織学的には移行上皮癌(Fig.IA)G-

1,TINxM。1)で あ った.1991年II月18日 に膀胱癌再

発のため再入院した.こ の時の胸部X線 撮影で,右 肺

尖部に異常陰影を認め,X線CTで 肺癌と診断した.

lI月26日 にTURを 行い,病 理学的には前回と同様

に移行上皮癌G-1で あった.心 臓血管外科に転科後,

12月9日 に右肺上葉切除を受け,病 理組織学的には高

分化管状腺癌(Fig.lB),pTIN。Mol)で あ った.1992

年1月30日 に患老は退院したが,3月30日 現在両癌の

再発転移を認めていない.

症例2=60歳,男 性.金 庫製造業.3親 等以内に癌

家族歴 はなく.30年 以上1日40木 の喫煙歴 あ り.特

別な既往歴はない.約1年 間続 く陰茎腫瘤のために,

1991年2月6日 に入 院.生 検 で扁 平上 皮 癌,G-2,pT2

NoM。1)で あ った(Fig.2A).2月14日 か ら3月22日

ま で50GYの 外 照 射 とbleomycin計100mgを 投 与

し5月18日 に 退 院 した.退 院 時 に は腫 瘍 は 消 失 し,生

検 で も変 性 の 強 い細 胞 を 認 め る の み で あ った.胸 部X

線 撮 影 お よび 血液 ガ ス分 析 に 異 常 を認 め な か った.

6月 末 か らの 咳吹 と顔 面 お よび 両上 腕 の 浮腫 を訴 え

て7月11日 当科 を 再 受 診.上 大静 脈 症 候 群 を疑 い,X

線CTを 行 い,7月22日 に再 入 院 生 検 で,肺 小 細

胞 癌(Fig.2B)T,N2M・1)と 診 断 され,肺 門 部 の40

GYの 外 照 射 お よびcarboplatinとVP-16と の化

学療 法 を受 け,11月23日 に退 院 し,以 後2月 毎 に 同一

化 学 療 法 を 通 院 で 受 け て い る.

症 例3:77歳,男 性.元 事 務 職 員.3親 等 以 内に 癌

家 族 歴 な し.15年 前 に近 医 に て 胃癌 の 手術 を受 け た.

50年 間1日IO本 以上 の喫 煙 歴 が あ る.前 立 腺 肥 大 症 の

診 断 で 約1年 間 薬 物 療 法 を 行 い 症状 は 消 失 して い た

が,初 診 時 よ りprostaticantigen(PA)の 高 値 が

続 い て お り,1991年10月14日 に精 査 お よび手 術 を 目的

に 入 院 した.入 院時 のPAは6.4ng/ml(正 常3以

下)で,他 の前 立 腺 マ ー カ ーはす べ て正 常 値 で あ った.

15日 に 前 立腺 生 検 を 行 い,前 立腺 腺 癌(Fig.3A)G-

2,TINxM・ と診 断 し,去 勢術 とestramustinephos-

phateの 投 与 を 開 始 した.

入 院 時 に撮 影 した 胸 部X線 撮影 で,左 肺 に腫 瘍 陰 影

を認 め,前 立 腺 と同時 に検 索 を 行 い,肺 癌 と診 断.11
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Tablel.Genitourinarycancerascomplicat玉onsincasesoflungcancer

Refcrcnce
Tota畳

LungCa

Combincdgcnitourinarycan㏄r

Peivic&uretcrBladderProstatcTestis

Am・miy・61(1985)

Kuwahara力(1985)

Morikage8,(1988)

Isiguro9,(1989)

Niibc'Ol(1990)

1,270

3,154

121

506

750

1 3

2

1

3

1

1

3

2

1

1

Tola1 5,801 量 9 7 2

月lI日 に 左下 葉 切 除 を 受 け,病 理 組 織 学 的 に は 大細 胞

癌(Fig・3B)pT2NiM・ で あ った.

考 察

最近重複癌特に臨床的重複癌の報告は著 しく増加し

ている2).今 回報告した3例 は全例Warcn&Ga-

tes3)の 定義を満足する重複癌である.1990～1991年

の2年 間に当科で入院治療を うけた癌患者は168症 例

であったので,尿 路性器癌の1.8%vc肺 癌 を合併 して

いたことになる.

泌尿器科領域癌では他臓器に比べ臨床的重複癌の頻

度が高 く4・5),泌尿器科癌の4.4%4)と6.4%5)に 他臓器

癌を合併 し,一 方肺癌ではその2.5～IL6%6}置o)に 他

臓器癌が合併 していたと報告されている.松 島ら11)は

尿路性器癌の関連する重複癌468例 を集計 しているが,

その内肺癌 と膀胱癌との組合せは27例,肺 癌と前立腺

癌との組合せは18例 である.肺 癌 と陰茎癌との組合せ

重複癌は,松 島らの集計にも見あたらず,本 邦におい

ては幸田ら12)の陰茎扁平上皮癌と肺小細胞癌の1例 が

報告されているに過ぎない.

一方肺癌では,尿 路性器癌との組合わせ重複癌の頻

度は少ない.臨 床報告例では,肺 癌5,801例 の うちに

膀胱癌9例,前 立腺癌7例 を合併 していたにすぎない

(Table1)6-10).
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癌の発生原因が不明な現在では,重 複癌の発生原因

も不明である.重 複癌の リスクフ7ク ターとして遺伝

的素因,環 境因子,癌 治療の影響等が 挙げられてい

る5).遺 伝的素因を知る方法としては,重 複癌患者に

は癌家族歴を有する症例 が多いといわれ ているが5),

今回報告した3症 例には癌家族歴はなかった.喫 煙は

肺癌の主要な原因とされてお り13),今 回の症例はいず

れも,長 年喫煙の習慣があった.

太田14)は年 齢とともに頻度が上昇して止まらない男

性癌として,皮 膚癌,膀 胱癌,前 立腺癌および腎癌を

挙げており,こ れらの癌は85歳 以上でも頻度が上昇し

ていると述べている.陰 茎癌を皮膚癌の一部と考えれ

ば,今 回の3症 例は老化と相関の高い癌といえる14).

重複癌 も高齢者に多 く発生し14),泌 尿器科領域癌の関

連する重複癌患者は,他 臓器癌の関連する重複癌患者

に比べて年齢層が高い5・15).また近年は高齢者の増加

により肺癌の発生頻度が急激に増加 している16).高 齢

者社会に突入 した本邦では,肺 癌 と尿路性器癌との重

複癌は ます ます増加す ると推察され,尿 路性器癌で

は,他 臓器癌の合併を常に念頭において診療する必要

があると考える5).

結 語

83

肺癌に尿路性器癌を合併した3症 例を報告 した.合

併 した尿路性器癌は膀胱癌,前 立腺癌と陰茎癌が各1

例であった.高 齢者社会に突入した本邦では,肺 癌と

尿路性器癌との重複癌はますます増加すると考察した.

十九浦敏男 医長をは じめ,当 院心臓 血管外科 の諸先生の ご

協力.並 びに病理組識診断 につ さ御教授頂 きま した,当 院 検

査科長鈴木 不二彦先生に心 より感謝い たします.
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